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データ シー ト
コ ンテン ト  デリバリ  アプ リ ケーシ ョ ン ：

VQE （Visual Quality Experience） バージ ョ ン 2.0 

製品の概要

シスコ  コ ンテン ト  デリバリ  システム （CDS） は、 既存のビデオ ソ リ ューシ ョ ンをはるかに

しのぐ、 ネ ッ ト ワークベースのアーキテ クチャに基づ く 統合型システムです。 このシステム

には、デジ タル テレビやセ ッ ト ト ッ プ ボ ッ クスにコ ンテンツを配信するための TV ス ト リー

ミ ングと、 IP 接続デバイスにコ ンテンツを配信するためのイ ン ターネ ッ ト  ス ト リー ミ ング、

および VQE （Visual Quality Experience） テ ク ノ ロジーが組み込まれています。

Cisco VQE アプ リ ケーシ ョ ンは、 消費者にと っての最高のビデオ体験品質 （QoE） を保証す

る よ う に設計 さ れた、 標準ベースのアプ リ ケーシ ョ ン で構成 さ れています。 システムは、

xDSL などのデータ損失の多いアクセス メ デ ィ ア経由でブロー ド キャス ト  IPTV を確実に配

信できるよ う に最適化されていますが、 FTTx （Fiber-To-The-x） などの光回線を利用する展

開においても効果を発揮し ます。

はじめに、 このシステムに含まれるエ ラー修復と  IPTV 統計レポー ト の 2 つのアプ リ ケー

シ ョ ンを紹介し ます。

エラー修復とは、 ノ イズの多いアクセス回線を  IPTV パケ ッ ト が通過する と きに発生するエ

ラーを軽減するためのアプ リ ケーシ ョ ンです。VQE テ ク ノ ロジーは、建物内配線システムに

関係する損失にも対処し ます。 Cisco VQE は、 RTP （Real Time Transport Protocol） を使用

し て RFC 4588 で定義されている選択的再送信を行う こ とによ って、 受信側で視覚的または

聴覚的に感知できるエラーを除去し ます。

VQE の IPTV 統計によ って、 革新的な、 ト ラ ンスポー ト に主眼を置いたエン ド ツーエン ドの

分析が可能にな り ます。 これは、 IPTV ネ ッ ト ワークの運営における大きな前進です。 サー

ビス プロバイダーは、 RTP 統計を使用し てネ ッ ト ワークのビデオ サービス提供能力の特性

を詳細に把握する こ と で、ネ ッ ト ワークにおけるパフ ォーマンスの問題を迅速に検出、診断、

修正する こ とができます。 同時に、 この統計は加入者の行動特性を知るのにも役立ちます。

この情報は、 後で新サービスの開発や、 特定利用者向け広告の配信に利用できます。 このシ

ステムでは、 ビデオ ヘ ッ ド エン ド  デバイスからネ ッ ト ワーク  イ ン フ ラス ト ラ クチャ を介し

て個々のク ラ イ アン ト のセ ッ ト ト ッ プ ボ ッ ク スに至るネ ッ ト ワーク全体の、 非常に詳細な

RTCP （Real Time Control Protocol） 統計を提供し ます。

VQE は、 サーバと ク ラ イアン ト のコ ンポーネン ト で構成されます。 VQE サーバはレ イヤ 3
マルチキャス ト  エ ッ ジに接続し ます。 レ イヤ 3 マルチキャス ト  エ ッ ジは一般に、 ビデオ ス
イ ッ チング オフ ィ ス （VSO） 内に存在し ます。 VQE ク ラ イアン ト は、 消費者のセ ッ ト ト ッ

プ ボ ッ ク スに統合されています。 サーバと ク ラ イアン ト は、 標準ベースの RTCP シグナ リ

ングを使用し て通信し ます。 VQE サーバは、 ダウンス ト リームの VQE ク ラ イアン ト に対し

てエ ラー修復などのさ まざまなサービスを行います。 図 1 に、 VQE ク ラ イアン ト とサーバ

の相対的な位置と通信経路を示し ます。
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データ シー ト
図 1 図 1 Cisco VQE のサーバと ク ラ イアン ト

VQE 関連のコ ンテン ト  デリバリ  アプ リ ケーシ ョ ン

シスコ  CDS は、 コ ンテン ト  デリバリ  エンジン （CDE） と呼ばれるハー ド ウ ェ ア デバイス

で構成されます。 CDE のそれぞれが 1 つ以上のアプ リ ケーシ ョ ンを実行できます （詳細に

ついては、 シスコ  コ ンテン ト  デリバリ  エンジンのデータ シー ト を参照し て く ださい）。

表 1.  シスコ  コ ンテン ト  デリバリ  アプ リ ケーシ ョ ン （CDA） スイー ト 内の VQE アプ リ ケーシ ョ ン

製品の用途

VQE は、 フ ァ シ リ テ ィ  ベースで RTP 経由のビデオ サービスを提供するサービス プロバイ

ダー向けに設計されています。

全世界で、サービス プロバイダーが提供する xDSL ブロー ドバン ド接続を利用し た高速デー

タ （HSD） サービスおよび音声サービスを数百万人の加入者が利用し ています。 加入者あた

りの平均収益 （ARPU） を高め、 加入者をつなぎ とめるために、 ビデオ サービスの導入が進

みつつあ り ます。 ビデオ圧縮アルゴ リズムにおける近年の進歩によ り、 ビデオ サービスのた

めに十分な帯域幅を備えたブロー ドバン ド接続の割合が増えています。 ただし、 ビデオはパ

ケ ッ ト 損失の影響を非常に受けやす く 、 パケ ッ ト 損失が起き る と ブロ ッ ク ノ イズ等が発生

し、 消費者からは画質が低下し たよ う に感じ られます。 必要な帯域幅を備えたブロー ドバン

ド回線は数多 く あ り ますが、 大半は、 ブロー ド キャス ト 品質のビデオに必要な低パケ ッ ト 損

失率を保証し ていません。 xDSL などの多 く のアクセス回線は電気的イ ンパルス ノ イズが発

生しやす く 、 ノ イズが発生する と単一のパケ ッ ト または連続するパケ ッ ト がラ ンダムに破損

し ます。 破損し たパケ ッ ト は、 顧客宅内機器 （CPE） での整合性チ ェ ッ ク をパスできず、 エ

ン ト リ  ポイ ン ト で ド ロ ッ プ されます。 また、 パケ ッ ト が宅内配線システムを通過する過程で

も イ ンパルス ノ イズの影響を受ける こ とがあ り ます。 特に、 家庭内に 2 台目や 3 台目のテ

コ ン テ ン ト  デ リ バ リ  ア プ リ ケー
シ ョ ン 説明

Cisco VQE
（Visual Quality Experience）

アプ リ ケーシ ョ ン

Cisco VQE アプ リ ケーシ ョ ン （VQE サーバも これに含まれていま

す） は、 フ ァ シ リ テ ィ  ベースのビデオ サービスを RTP 経由で提供

するサービス プ ロバイ ダー向けに、 エ ラ ー修復や詳細な ト ラ ン ス

ポー ト  レベル IPTV 統計機能を提供し ます。

このアプ リ ケーシ ョ ンは、 Cisco CDE 110 上で稼働し ます。

Cisco Visual Quality 
Experience Channel 
Provisioning Tool

Cisco VQE Channel Provisioning Tool は、 チャ ンネル ネ ッ ト ワーク

情報の構成およびプロビジ ョ ニングのための、 ミ ド ルウ ェ アに依存

し ないシステムです。 この情報は VQE サーバと  VQE ク ラ イアン ト

の両方で使用されます。
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レビ受像機がある場合です。 集合住宅においても ノ イズの問題は伴います。 多 く の集合住宅

は共用配線システムを採用し ていますが、住民のビデオ サービス利用が進むにつれて配線シ

ステムの規模が拡大し ています。

ビデオ業界の標準化組織 Digital Video Broadcasting （DVB） は、 動画のアーテ ィ フ ァ ク ト を

1 時間あた り  1 個以下にする こ と を推奨し ています。標準解像度の MPEG-2 サービスにこの

推奨事項を適用し て単純に計算する と、 パケ ッ ト 損失率 （PLR） は 7.8 × 10^-7 以下でなけ

ればな り ません。 大部分のサービス プロバイダーは、 妥当な加入者カバー率を実現するため

に、 xDSL ビ ッ ト 誤り率 （BER） の許容範囲を 10^-6 と し ています。 この損失レベルでは、

最悪の場合、 PLR が 1 × 10^-3 にもなる可能性があり ます。 その結果、 目に見えるアーテ ィ

フ ァ ク ト が 1 分間に 1 回生じ る こ とにな り ますが、消費者にと って明らかに許容範囲ではあ

り ません。

イ ンパルス ノ イズに伴う問題は、 アクセス回線の限定に関する課題の原因と な り ます。 多 く

のサービス プロバイダーが、 今では保守的なアプローチを と っています。 つま り、 良好であ

る こ とがわかっている回線で接続し ている加入者のみにビデオ サービスを提供し ています。

その結果、 特定の地域の一部の家庭がビデオ サービスを受けられないとい う、 サービス断片

化が生じ る こ とがあ り ます。 サービス断片化が存在する状態では、 マーケテ ィ ング キャ ン

ペーン、 特にバン ドル サービスのキャ ンペーンが難し く な り ます。

Cisco VQE の製品と テ ク ノ ロジーは、アクセス回線と宅内配線の両方でのイ ンパルス ノ イズ

の影響を軽減し ます。 た と えば、 MPEG-4 標準解像度サービスの平均 PLR が 1 × 10^-3 （1
分間に 1 個のアーテ ィ フ ァ ク ト ） なら、サービスの平均 PLR を 1 × 10^-6 （200 分間に 1 個
のアーテ ィ フ ァ ク ト ） に し ます。 これによ っ て、 1 時間に 1 個のアーテ ィ フ ァ ク ト と い う

DVB の推奨基準内でサービスを提供できるよ う にな り ます。 限定の基準が低 く なる こ と で、

ビデオ サービスを利用できるブロー ドバン ド消費者の割合が増えます。顧客満足度が高まる

と、 顧客ロ イヤリ テ ィ が向上し、 サービス プロバイダーのブ ラ ン ド価値が高ま り ます。

機能と利点

表 2 に、 Cisco VQE アプ リ ケーシ ョ ンの機能と利点を示し ます。

表 2.  機能と利点

機能 利点

VQE アプ リ ケーシ ョ ン

標準ベースのプ ロ ト コル と

シグナ リ ング

VQE は、 RFC-3550 RTP および RFC-4588 のプロ ト コルと シグナ リ

ングに基づいています。 システムはオープンで、 他の標準ベースのビ

デオ ソ リ ューシ ョ ン との相互運用が可能です。

ビデオ サービスに復元力を

持たせるための非干渉型の

接続

VQE システムは、 ヘ ッ ド エン ド と ク ラ イ アン ト  デバイ ス との間のビ

デオ パス上にはあ り ません。 VQE に障害が発生し た り、 VQE が取り

除かれた り し ても、 ビデオ サービスが中断される こ とはあ り ません。

ネ ッ ト ワーク  イ ン フ ラ ス ト

ラ クチャ を認識

QoS、 マルチキャ ス ト 、 ルーテ ィ ング、 およびハイアベイ ラ ビ リ テ ィ

に関する既存のスキームとの間にイ ン ターフ ェ イスを持ち、 相互運用

性と効率を最大化し ます。

柔軟な展開モデル VQE アプ リ ケーシ ョ ンは一般に、レ イヤ 3 マルチキャス ト  エ ッ ジ （ビ

デオ ス イ ッ チング オフ ィ ス ［VSO］ と呼ばれる こ と もあ り ます） に

展開されます。 設備エ ラーの特性、 ラウン ド ト リ ッ プ遅延、 ク ラ イア

ン ト 数に応じ て、 中央集中型の展開も分散型の展開もサポー ト 可能で

す。

柔軟なロー ド  バラ ンシング 複数の CDE 110 （Cisco Content Delivery Engine 110） ユニ ッ ト を展

開でき、 ク ラ イアン ト 数と需要に応じ たコ ン ト ロール プレーンの規模

の拡大と、 データ プレーンのパフ ォーマンス向上が可能です。
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製品アーキテ クチャ

Cisco VQE は、 サービス プロバイダーのネ ッ ト ワーク  エ ッ ジでの展開に理想的なシステム

ですが、 中央集中型システムと し て展開する こ と もできます。 このシステムは、 サーバと ク

ラ イアン ト 側のコ ンポーネン ト で構成されます。 一般に、 Cisco VQE アプ リ ケーシ ョ ンを実

行する Cisco CDE 110 は Cisco 7600 シ リーズ ルータ などのマルチキャス ト  レ イヤ 3 エ ッ

ジに直接接続されます。 ク ラ イアン ト は、 軽量型ソ フ ト ウ ェ ア コ ンポーネン ト で構成されま

す。 このソ フ ト ウ ェ アはセ ッ ト ト ッ プ ボ ッ クスに統合され、 その他にも適切な顧客宅内機器

（ホーム アクセス ゲー ト ウ ェ イなど） への統合が可能です。 図 2 を参照し て く ださい。

図 2 ネ ッ ト ワーク概要図

ハイアベイ ラ ビ リ テ ィ イ ン タ ーフ ェ イ スまたは Cisco CDE 110 ユニ ッ ト で障害が発生し た

と き、 ク ラ イアン ト からの要求は自動的に OSPF などの標準ベースの

動的ルーテ ィ ング プロ ト コルを使用し て再ルーテ ィ ングされます。

ビデオ/限定受信システムに

依存し ない

この ト ラ ンスポー ト 指向のシステムでは、 標準解像度および高解像度

の MPEG2 （H.262） または MPEG4 （H.264/AVC） および関連する限

定受信システムが透過的にサポー ト されます。

統合型 Web サーバ GUI を使用し て、 各 VQE サーバのアプ リ ケーシ ョ ン状態やチ ャ ンネ

ル単位の基本統計を参照する こ とができます。

RTCP 統計 VQE サーバは、 RTP レシーバと し て RTCP 統計を発信し ます。 この

情報を利用し て、ネ ッ ト ワーク  エ ッ ジにおける ト ラ ンスポー ト  レベル

の統計を得る こ とができます。

VQE ク ラ イアン ト

標準ベースの RTP MPEG デマルチプ レ クサ ハン ド オ フ前のイ ンバウン ド  IPTV パケ ッ

ト の並べ替え と包括的なジ ッ タ除去機能を ク ラ イアン ト でサポー ト し

ます。

RTCP 統計 VQE ク ラ イアン ト は、RTP レシーバと し て RTCP 統計を発信し ます。

この情報を利用し て、 セ ッ ト ト ッ プ ボッ クスにおける ト ラ ンスポー ト

レベルの統計を調べる こ とができます。

オープン ソース パッ ケージ サー ド パーテ ィ 製のセ ッ ト ト ッ プ ボ ッ ク スやその他の消費者用ク ラ

イアン ト  デバイスに実装するための VQE ク ラ イアン ト  パッ ケージが

用意されています。 パッ ケージは拡張可能で実績があ り、 容易に統合

できます。

VQE Channel Provisioning Tool

チ ャ ンネル プロ ビジ ョ ニン

グ ツール

Cisco VQE アプ リ ケーシ ョ ンおよびク ラ イアン ト に必要なチャ ンネル

ネ ッ ト ワーク情報を設定するための、 ミ ドルウ ェ アに依存し ないプロ

ビジ ョ ニング ソ リ ューシ ョ ンです。

柔軟な GUI グラ フ ィ カル ユーザ イ ン ターフ ェ イス （GUI） は非常に直感的で、 柔

軟性に富み、 スケーラ ブルです。

機能 利点
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Cisco VQE アプ リ ケーシ ョ ンの主な機能

ビデオ コ ンテンツの結合とキャ ッ シュ

サービス プロバイダーは、 マルチキャス ト  グループを使用し てネ ッ ト ワーク  イ ン フ ラス ト

ラ ク チャ上のビデオ ヘ ッ ド エン ド から プロバイダー エ ッ ジまで リ ニア TV チャ ンネルを送

信し ます。 Cisco VQE は、 業界標準の IGMP （Internet Group Management Protocol） を使

用し てマルチキャス ト  グループを結合し ます。Cisco VQE アプ リ ケーシ ョ ンは、各チャ ンネ

ルのコ ンテンツを 1 秒分から数秒分、 高速 DRAM 内にキャ ッ シュ し ます。 一定の時間が経

過する と コ ンテンツはリ フ レ ッ シュ されます。 コ ンテンツをキャ ッ シ ュする こ と によ っ て、

ダウンス ト リームの VQE ク ラ イアン ト に対するエ ラー修復や高速チャ ンネル切り替え （将

来のリ リースで追加予定） などの VQE サービスを行います。

RTP および RTCP
Cisco VQE アプ リ ケーシ ョ ンは、 ダウンス ト リーム VQE ク ラ イアン ト からのイ ンバウン ド

RTCP メ ッ セージを待ち受けます。 メ ッ セージには、 エ ラー修復などの特定の VQE サービ

スを要求する ものや、 RTP レシーバ統計を表すものがあり ます。 ク ラ イアン ト からの要求に

対し ては、Cisco VQE アプ リ ケーシ ョ ンは適切な処理を実行し て発信側ク ラ イアン ト に応答

を返し ます。 イ ンバウン ド  RTP レシーバ統計は、 定期的に、 TCP を使用し て該当するデー

タベース と ビデオ品質分析アプ リ ケーシ ョ ンにエクスポー ト されます。

VQE ク ラ イアン ト の主な機能

パケ ッ ト の並べ替え と ジ ッ タ除去

セ ッ ト ト ッ プ ボッ クスに統合された Cisco VQE ク ラ イアン ト は、 ネ ッ ト ワーク  バッ フ ァ内

のイ ンバウン ド  IPTV パケ ッ ト の RTP シーケンス番号を監視し ます。 ク ラ イアン ト は、RFC
3550 完全準拠の RTP レシーバと し て、 順序どお り でないパケ ッ ト を適切に並べ替える と共

に、 ネ ッ ト ワークによ って誘発されたジ ッ タの影響を軽減し てから、 パケ ッ ト をセ ッ ト ト ッ

プ ボッ クスの MPEG デマルチプレ クサ ステージに転送し ます。

エラー修復

Cisco VQE ク ラ イアン ト は、欠落し た RTP シーケンス番号が到着するのを待ちます。パケ ッ

ト がド ロ ッ プ し ていた場合は、VQE サーバに対し てパケ ッ ト の再送信を要求し ます。再送信

されたパケ ッ ト は、 ク ラ イアン ト のネ ッ ト ワーク  バッ フ ァ内で並べ替えられ、 ジ ッ タ を除去

し てから  MPEG デマルチプレ クサにハン ド オフ されます。 単一の RCTP メ ッ セージによ っ

て、 複数の連続し ている、 または連続し ていないパケ ッ ト の再送信が要求される こ とがあ り

ます。

RTP レシーバ レポー ト

ク ラ イアン ト は、 指定された VQE サーバに RTCP レシーバ レポー ト を送信し ます。 レポー

ト には、 損失パケ ッ ト および受信パケ ッ ト の累積数と、 パケ ッ ト 遅延およびジ ッ タに関する

情報が含まれます。統計はチャ ンネルご とに集計されます。定期レポー ト を作成する頻度は、

Cisco VQE Channel Provisioning Tool を使用し て設定する こ とができます。
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監視

Cisco VQE アプ リ ケーシ ョ ンには統合型 Web サーバが組み込まれてお り、 ネ ッ ト ワーク  オ
ペレー タはこれを利用し てアプ リ ケーシ ョ ンの状態と チ ャ ンネル単位の要約統計にア ク セ

スする こ とができます。 HTTPS をサポー ト する標準的な Web ブ ラウザであればどれでも、

この情報へのアクセスに使用できます。 図 3 は、 Cisco VQE アプ リ ケーシ ョ ンの状態に関す

る最上位のビ ューです。

図 3 Cisco VQE アプ リ ケーシ ョ ンの状態の監視

Cisco VQE の監視イ ン ターフ ェ イスでは、基本的なチャ ンネル ラ イ ンア ッ プ情報を参照する

こ と もできます。 具体的には、 ネ ッ ト ワーク レベルの情報、 つま り各チャ ンネルに関する取

り込みの状態およびア ク テ ィ ブな VQE ク ラ イ アン ト のスナ ッ プシ ョ ッ ト が表示されます。

図 4 に、 この表示の例を示し ます。

図 4 Cisco VQE アプ リ ケーシ ョ ン チャ ンネル ラ イ ンア ッ プ情報
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Cisco VQE Channel Provisioning Tool （VCPT） は、 チャ ンネル ネ ッ ト ワーク情報を定義し

て VQE サーバおよびク ラ イアン ト に関連付けるための、 ミ ドルウ ェ アに依存し ないアプ リ

ケーシ ョ ンです。 グラ フ ィ カル イ ン ターフ ェ イスは非常に直感的で、 テンプレー ト ベースの

アプローチが採用されているので、 チャ ンネルとサーバの構成が簡素化されます。 チャ ンネ

ル定義の迅速な処理に役立つ、 強力なク ローン機能を備えています。

Cisco VCPT は、 専用の Cisco CDE 110 上で動作するよ う に設計されています。 関連付けら

れた VQE サーバおよびク ラ イアン ト とは、 業界標準のシグナ リ ングおよびプロ ト コルを使

用し て通信し ます。 チャ ンネル ネ ッ ト ワーク情報は、 業界標準の SDP （Session Description
Protocol） を使用し てサーバに送信されます。 図 5 に、 Cisco VCPT と その他の VQE ネ ッ ト

ワーク  コ ンポーネン ト との関係を示し ます。

図 5 Cisco VQE チャ ンネル ラ イ ンア ッ プ

Cisco VCPT の主な機能は次の 4 つです。

• チャ ンネル ラ イ ンア ッ プの定義および構成 （ネ ッ ト ワーク関連情報）

• VQE サーバの定義と指定 （ネ ッ ト ワーク  ア ド レス）

• チャ ンネル ラ イ ンア ッ プ とサーバ グループの関連付け

• 構成フ ァ イルを保存し、 構成フ ァ イルを適切な VQE サーバに送信するオプシ ョ ン

図 6 に、 Cisco VCPT アプ リ ケーシ ョ ンに表示されたチャ ンネル ラ イ ンア ッ プの要約を示し

ます。
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図 6 Cisco VCPT チャ ンネル要約情報

製品仕様

表 3. Cisco VQE アプ リ ケーシ ョ ンの製品仕様

項目 仕様

プロ ト コル ネ ッ ト ワーク  プロ ト コル ：

• IPv4

• シ リ アル ト ンネル （STUN）

• ARP （Address Resolution Protocol）
• DHCP （Dynamic Host Control Protocol）
• DNS （Domain Name System）

• Ping/Trace Route

• IGMPv2、 IGMPv3
• RTP、 RTCP （RFC 3550、 RFC 4588）

• OSPF （Open Shortest Path First）
• RTSP （Real Time Streaming Protocol）
• ECMP （Equal Cost Multi-path Routing）

• SNMPv2

• Telnet （デフ ォル ト では使用不可能）

• SSH （Secure Shell） プロ ト コル

• SDP
• Syslog

• FTP、 Secure FTP
• XML
• HTTPS 

MIB • SNMPv2/System （システムの連絡先、 場所など）

• SNMPv2/SNMP （コール ド /ウォーム ス ター ト や認証失敗 ト ラ ッ プなどの SNMP プロ ト コル
関連カウン タ）

• IFMIB （イ ン ターフ ェ イスの状態/統計）

• HOST-RESOURCE-MIB （Hrprinter テーブルを除 く ）：Linux ホス ト に関するシステム/メ モ リ
/ス ト レージ/デバイ ス/プロセ ッサ/ネ ッ ト ワーク /デ ィ ス ク /パーテ ィ シ ョ ン/FS/ソ フ ト ウ ェ ア
バージ ョ ンの情報

• INTEL SERVER BASEBOARD 5 ： ベースボー ド  コ ンポーネン ト の監視、 SNMP ア ク セスに
よるベースボー ド  コ ンポーネン ト の情報取得 （GET） および NOTIFICATION-TYPE コ ンス
ト ラ ク ト によるセンサーし きい値とサポー ト  イベン ト の設定 （SET） 
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データ シー ト
システム要件

Cisco VQE アプ リ ケーシ ョ ン と  VQE Channel Provision Tool は、 専用の Cisco CDE 110 上
で動作するよ う に設計されています。 これらのアプ ラ イアンスの技術的詳細については、 シ

スコ  コ ンテン ト  デリバリ  エンジンのデータ  シー ト を参照し て く だ さい。

表 4. 製品性能要約 ： Cisco CDE 110 と  Cisco VQE アプ リ ケーシ ョ ン

サービスおよびサポー ト

シス コ とパー ト ナー各社がシス コのラ イ フサイ クル サービス アプローチを通じ て提供する

幅広いエン ド ツーエン ドのサービスおよびサポー ト は、 お客様のネ ッ ト ワークのビジネス上

の利点と投資回収率を拡大するお手伝いを し ています。 このアプローチでは、 テ ク ノ ロジー

と ネ ッ ト ワークの複雑さに応じ て、 シスコのテ ク ノ ロジーを適切に導入および運用し、 ネ ッ

ト ワークのラ イ フサイ クル全体にわた っ てパフ ォーマンスを最適化するために必要なア ク

テ ィ ビテ ィ の、 最小限のセ ッ ト を定義し ます。

関連情報

シスコ  コ ンテン ト  デリバリ  アプ リ ケーシ ョ ンの詳細については、

http://www.cisco.com/jp/product/hs/video/cda/ を参照し て く ださい。

項目 性能

最大取 り 込みチ ャ ン ネ

ル数

• MPEG2 標準解像度 （3.75 Mbps） では 250 チャ ンネル、 または MPEG4 帯域幅で
の同等数 （現在テス ト 済みおよび検証済みの数値） 

最大同時 VQE ク ラ イ

アン ト 数

• 同時 VQE ク ラ イアン ト 数 10,000 （平均パケ ッ ト 損失率 1 × 10^-3 の場合） 

VCPT デー タ ベース内

の最大チャ ンネル数

• 500 チャ ンネル 

ク ラ イ アン ト から  VQE
サーバへのラ ウ ン ド ト

リ ッ プ遅延の推奨値

• ク ラ イアン ト  ラウン ド ト リ ッ プ遅延 100 ms 以下 
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